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春日部地区浦高会『喫茶去』２０１８年１２月１９日 第３０３号（文責：香田） 
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◇やっと刊行されることになりました 

1 年間をかけてまとめた『下總皖一 ～「野菊」「た

なばたさま」の作曲家』が 12 月 20 日に刊行されま

す。あっという間の 1 年というか、長い 1 年でもあ

りましたが、私自身初めて 1 冊の本を企画・執筆・

取材・編集とさまざまな形で本づくりに携わること

ができ、良い勉強ができました。そんな 1 年を振り

返ってみたいと思います。 

  ◇  ◇ 

◇突然の依頼 

 昨年 12 月 1 日の浦高同窓

会報「麗和」編集委員会の中

で、先輩の星野和央さん（高

4 回、さきたま出版会会長）

から、「今、こんな本を作って

いるんですよ。もっと知りた

い埼玉のひとシリーズで、こ

れが第 1 冊目。富岡製糸場の

初代場長の尾高惇忠。この他

にも埼玉には、高句麗からの

渡来人・高麗王若光、妻沼聖天の開基・齋藤実松、

鎌倉時代の武将・畠山重忠、見沼田んぼを開いた井

沢弥惣兵衞、国学者の塙保己一、日本の女医第１号・

荻野吟子、日本近代経済の父・渋沢栄一、出版や貿

易で万博開催に貢献した清水卯三郎、林学博士・本

多静六、俳人の長谷川かな女、政治風刺漫画家の北

沢楽天、そして童謡「たなばたさま」などの作曲家・

下總皖一とさまざまな分野に人物がいる。こうした

人たちの記録を残したいと思っているんです。そこ

で、香田さんにもひと肌脱いでもらって、下總皖一

の生涯を描いて欲しいんだ。」との話がありました。 

 先輩からの要請は断ることができないので、「勉強

させてもらう気持ちでやらせていただきます」と言

ったものの、音楽のことも全く分からず、下總皖一

先生の名前は聞いたことがあるものの、どんな人物

かもいつの時代に生きた方なのかもほとんど分から

ない状況でした。その時に、星野さんからお預かり

した本とネット検索が唯一の頼

りになりました。その本が“下

總皖一を偲ぶ会”会長で彫刻家

の中島睦雄さんが書かれた『利

根のほとりにⅡ エピソード』

〔大利根町（現加須市）刊〕で

した。12 月は、その本を眺めて

1ヵ月が過ぎてしまいました。 

 年が明けて 1 月 10 日、会報

「麗和」の取材で星野さんと同行した帰り、星野さ

んから「あれからいろいろと考えたんだけど、この

本は香田さんに書いてもらうんだけれども、“下總皖

一を偲ぶ会”、特に中島先生が中心になってまとめて

いった方が良いと思う。そこで、中島先生の原稿を

まとめる形で 1 冊の本にしようと思うけれどもど

うですか。」との問いがありましたが、私からは、 

「私は本を書いたことがないので、何とも言えない

のですが、下總先生の資料が少ない中では、中島先

生が描かれた下總皖一先生のイメージで中島先生が

執筆者になった方が良いと思います。私は、そのお

手伝いをさせていただくということでどうでしょう

か」と答えさせていただきました。そんなことで、

著者は“下總皖一を偲ぶ会”会長の中島先生、私が

補足しながら下總皖一先生の生涯をまとめるという

形で、このプロジェクトが始まりました。 

編集に携わった『下總皖一』が発売 
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【初稿】 

◆1 月 12 日～1 月 18 日、中島先生がこれまでに

書かれた 4 冊の本を参考にして、毎日 4 時間ほ

どずつパソコンに向かい初稿を書きあげ、20 日

に星野さんへ送付しましたが、全く知ることのな

かった下總皖一先生を知り、その人物像を辿って

いくことはとても楽しい作業でした。 

  ◇  ◇ 

 ◆下總皖一プロフィール 

 下總皖一（しもおさ かんい

ち、本名：下總覺三、1898 年

3 月 31 日 - 1962 年 7 月 8

日）作曲家・音楽教育者。 

埼玉県北埼玉郡原道村砂原

（現・加須市）生まれ。 1920

年東京音楽学校（現東京藝術大

学）で作曲を信時潔に師事し首

席で卒業。後ドイツのベルリン

芸術大学でパウル・ヒンデミットにも師事して、後

に芸大では癖のついた対位法で有名なブラームス＝

ヒンデミット系のドイツ音楽語法の先駆者となった。 

 1934 年同校助教授。1940 年文部省教科書編集

委員。1942 年同校教授、1956 年東京藝術大学音

楽学部長。 門下に芸大で團伊玖磨、佐藤眞、芥川也

寸志、松本民之助、山岸磨夫、プライベートで須田

くにおらがいる。 童謡・文部省唱歌を多く作曲した。 

また多くの小学校・中学校・高等学校の校歌の作

曲も手がけており、総作曲数は 1200 曲以上にのぼ

る。地味であるが堅実な音楽を残した。 代表作には

「たなばたさま」「はなび」などがある。  

 エピソード：ベルリン留学時代のヒンデミットの

クラスにはハラルド・ゲンツマーがいた。同時期に

は木下保や諸井三郎もベルリン留学していた。  

長岡女子師範の教

師時代に、「血書」で

プロポーズし、妻伸

枝との結婚に成功し

た下総夫妻は子ども

に恵まれなかった。

養子縁組したその家

族は、人が羨むほど

仲睦まじく円満そのものであった。 

昭和 37 年（1962 年）胆石、肝臓がん、肝硬変

の悪化で 64 歳にして他界した。 

生まれ故郷の現・埼玉県加須市の道の駅「童謡の

ふる里・おおとね」には銅像が建っており、「おおと

ね童謡のふる里室」もオープンした。下総の楽曲が

多く展示されている。 

〔家族写真は右から、伸枝夫人、下總本人、養子忠敬、

養女とし子、前列は孫の佐代子、希代子〕【写真と文：

下總音楽事務所 HP・プロフィールより】 

  ◇  ◇ 

◇中島睦雄先生との出会い 

 2 月に入り、星野さんにご一緒させてもらい“下

總皖一を偲ぶ会”会長で彫刻

家の中島睦雄先生にお目にか

かることになりました。 

  ◇  ◇ 

◆中島睦雄さん：【略歴】

1936（昭和 11）加須市（旧

大利根町）に生まれる。埼玉

県立不動岡高校、東京学芸大

学卒業。大利根町立大利根東中学校、大利根中学校

に勤務−美術担当。埼玉県立不動岡高校勤務−美術担

当。埼玉県美術展覧会 審査員、運営委員を歴任 現

在、招待出品。埼玉県北美術家協会会長 顧問。創

型会 審査員、運営委員会副委員長。 

【主な受賞歴】埼玉県美術展覧会：特選 埼玉県市

議会議長会長賞受賞、特選 埼玉県教育委員会賞受

賞。文部省主催全国県展選抜展に埼玉県展より選抜

され出品。創型会展：努力賞、奨励賞、文部大臣賞、

創型会賞、同人優秀賞受賞。 

【主な設置作品】【大壁画】「風に戯れる子供たち」

加須市立原道小学校、「限りなく広がる世界へ」加須

市立元和小学校、「白い鳥」加須市立大利根中学校。 

【彫刻】下總皖一氏像、篠塚糾夫氏像、下總少年像。 

「泉」「むげん」「躍進」「絆」「ストライプのあるか

たち」埼玉県立不動岡高校。「きらめく」「憧憬」埼

玉県立誠和福祉高校。 

【肖像画】大利根町名誉町民 下總皖一氏像、篠塚

糾夫氏像。【現代美術展<分岐点>オープン・アトリエ

2012 より引用】 

  ◇  ◇ 

中島先生の 4冊の本 

 

中島先生が著した上記の 4 冊の本は、30 年前には

生誕地の人たちもほとんど知ることのなかった下總

先生を身近な存在として顕彰するとともに、「童謡

のふる里おおとね」という町の新たなアイデンティ

ティを作り上げたのです。 

中島先生は彫刻家として中学・高校で美術を教え

られていたそうで、全く音楽には縁がなかったそう

です。また、昭和 60年ころまで地元の大利根町でも

下總皖一先生を知る人は少なかったそうです。 

そんな中島先生が、地元で下總皖一先生の顕彰を

始めたのは、「埼玉会館友の会」が「埼玉県の文化人
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の発掘構想」を受けて、埼玉会館にいた新井陽吉さ

んがさまざまな地域に声を掛けたのがきっかけだ

そうです。新井さんが大利根町に来られていろいろ

な方々に声を掛けた一人に、中島先生の義兄で当時

県会議員であった方がいたそうです。その義兄やさ

まざまな方々の働きによって、大利根町が「童謡の

ふる里」として地元の偉人・下總先生を顕彰してい

こうという活動になったそうです。 

しかし、「百姓に音楽はいらない」などと反対する

人たちもいてスタートは厳しいものがあったそうで

すが、その後、大利根町が「童謡のふる里」宣言を

行い、さまざまな活動の結果、現在があるそうです。 

中島先生は、こうした活動のスタートの頃から関

わられていたそうですが、定年退職後、大利根町の

教育長から「下總皖一先生の本を作りたい」という

要請を受けて、先生の日記や遺されていて資料を整

理し、さまざまな方々に取材を行ってまとめられた

のが「野菊のように」「利根のほとりに」〔エピソー

ドⅠ～Ⅲ〕だそうです。地元でも知られていなかっ

た下總先生を小学生たちにも分かるようにとの思い

から、平易な文章で多くのエピソードが分かりやす

くまとめられています。 

 ◇  ◇ 

【取材】 

◆2 月 21 日、3 月 12 日、4 月 9 日、4 月 13 日、

4 月 23 日、初稿をベースとして、中島先生との

打合せを行いさまざまな補足を行うとともに、下

總先生のお弟子さんの鎌田弘子さん、お孫さんの

川浦（旧・下總）佐代子さんなどの関係者への取

材を行いました。見る物、聞くことが新鮮でした。 

  ◇  ◇ 

 そして、2 月 21 日には、下總先生が育った大利根

というまちを中島先生にご案内いただきました。そ

の日の記録には‥。 

  ◇  ◇ 

●下總皖一のふる

里を訪ねて！ 

 今日は、近代日本

の音楽発展に大き

く寄与した作曲家

であり音楽理論家、

さらに音楽教育家である下總皖一先生の取材のた

めに加須市（旧・大利根町）に伺いました。最初に

伺ったのは、「大利根文化・学習センター『アスタホ

ール』」でした。「アスタ」は、「野紺菊、野菊」とい

う意味の英語の「アスタ―（ASTER）」と、「また明

日もここで会いましょう」という意味のスペイン語

の「アスタ・マニアーナ」からとったそうです。下

總皖一の曲で「童謡のふる里おおとね」の象徴とも

いえる「野菊」と、コミュニティ活動や生涯学習な

どで「明日もまた、みんなこの施設に集まって励み

ましょう」という意味が込められているそうです。 

「アスタホー

ル」の中には、

「下總皖一展示

コーナー」があ

り、愛用のピア

ノや鞄、柳行李、

メトロノームな

どが展示されて

います。また、ピ

アノの修理や生

前の先生の写

真、楽譜のコピ

ーなども展示さ

れています。 

 この施設の前

には「野菊公園」

があり、「野菊の

楽譜を刻んだ銅

板」(平成 12 年)

と中島先生作の

ブロンズ像「奏

でる」(平成 30

年2月)が飾られ

ています。 

 続いて「道の

駅  童謡のふる

里 おおとね」に

向かいました。

ここでは駐車場

に面して楽譜を

持って歩く「下

總皖一先生像」

(平成 10年)があ

りました。 

 続いて下總先

生が通った原道

小学校には篠笛

を手にした「下

總皖一少年像」

（平成 22 年）が

あり、いずれも

中島先生がイメ

ージして造られ

たものです。 

 昭和 22 年の

キャサリーン台

風で決壊した利

根川土手に建てられている「大利根水防センター」

の一角には「童謡のふる里室」があり、下總先生に

関する資料等が一部展示されていて、下總先生が育

った空気を感じてきました。 

 ◇  ◇ 

〔アスタホール内の展示コーナー〕 

 

〔野菊の楽譜と「奏でる」像〕 

〔下總皖一像の前で、中島先生と

星野氏。道の駅おおとね〕 

〔原道小学校の皖一少年像〕 
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◇3 度目の大利根へ 

 星野さんが会長を務められる“グループ 92”（埼

玉県に 92 市町村あった頃に、埼玉を愛し、埼玉に

こだわり、埼玉を識るために作られた勉強会、30 年

近くの歴史を持つ会）の爽風の会は、世話人の皆様

の相談で「童謡のふる里おおとね」を散策すること

になり、4 月 13 日(金)には世話人の鳥井隆一郎さん

（高 11 回）とともに中島先生とご一緒して下見し

コースを確定しました。そして 5 月 19 日(土)に 14

名での旅となりました。アスタホールで中島先生か

らご講演をいただき、その後、中島先生の作品「奏

でる」（野菊公園）、「下總皖一像」（道の駅童謡のふ

る里おおとね）、「下總皖一少年像」（原道小学校）、

さらに「おおとね童謡ふる里室」などを見学して、

下総皖一先生を偲びました。途中、“さわやかコーラ

ス”の皆さんから下總先生の童謡『長い道』（作詞：

林柳波）、歌曲『なぎさに立ちて』、唱歌『野菊』（作

詞：石森延男）、唱歌『母の歌』（作詞：野上弥生子）

を歌っていただきました。私たちも参加して『たな

ばたさま』（作詞：権藤花代・林柳波）と『花火』（作

詞：井上 赳）を合唱させていただきました。 

 

  

 最後はアスタホールで平井様の伴奏で、声楽家の

濵様の歌声で『母の歌』と『野菊』を楽しみました。 

  ◇  ◇ 

◇編集 

 取材や“グループ 92”の旅も終わり、再度の編集

作業に入りました。 

【第２校】 

◆5 月 20 日～22 日、取材した内容や星野さんか

らご指摘を受けた点を修正しながら第2校を作成

し 31 日に星野さんへ送付しました。 

【編集（構成）作業、そして印刷へ】 

◆7 月 20 日、星野さんと編集作業の打合せ。星野

さんは、この時期に明治神宮や日比谷公園の整備

に貢献された本多静六、日本で初めての漫画家で

ある北沢楽天の作品作りにも奔走されていました。 

◆7 月 22 日～25 日、小見出しや文字遣いなどに

ついて指摘を受けて修正作業を行いました。 

◆8 月 17 日、21 日、31 日、デザイナーの河口さ

ん、出版社の星野さんとともに写真を調査。下總

先生のお孫さんである川浦さんのお宅、加須市教

育委員会の資料室などへ伺いました。 

◆9 月 7 日、さきたま出版にて編集方針の確認が行

われ、印刷に向けた最終打ち合わせとなりました。 

◆9 月 15 日、中島先生からの「はじめに」などの

原稿入稿、データ化 

◆9 月 18 日、デザイナーからの指摘を受けて文章

の修正作業 

◆9 月 28 日、最終原稿をデザイナーに送付 

◆10 月～11 月、印刷原稿の校正 

◆11 月 2 日、中島先生との最終校正打ち合わせ 

◆12 月 12 日、製本が手元に届く 

◆12 月 20 日、発売 

  ◇  ◇ 

★下總皖一 「野菊」「たなばたさ

ま」などの作曲家 

【目次】はじめに／①利根川のほ

とりで／②魅惑のオルガンの音／

③自分のリズムをつかむ／④上野

の杜で学ぶ／⑤音楽学校の一番が

何になる／⑥覺三から皖一へ／⑦憧れのドイツ留学

／⑧世界最高峰のヒンデミットに／⑨飛んでゆく霊

魂／⑩丸ちゃん・ガンチャン／⑪名曲『野菊』の誕

生／⑫美しい歌の数々／⑬西洋音楽と日本音楽の橋

渡し／⑭音楽は楽しく素晴らしい／⑮日本の和声学

の神様／⑯厳しさと優しさと／⑰文学者を夢みて／

⑱音楽者として初の音楽学部長／⑲おじいこ／⑳

『たなばたさま』に送られて／ゆかりの地散策／略

年表／著作／作曲 埼玉県内校歌／市歌／村歌／社

歌／その他／おわりに／引用・参考文献 

  ◇  ◇  

 先日、星野さんにお礼を申し上げると、「本を 1 冊

仕上げるには 2～3 年かかるものですが、よく 1 年

でまとまりましたね。ご苦労さん！」と言われまし

た。私はゼロからのスタートではなく、中島先生が

築かれた土台から編集という作業で参加させていた

だいたので、さまざまな資料を集め、時代を検証し

て構成を考え、1 冊の本を仕上げるとなると時間は

相当かかるのですね。本をつくるためにはまだまだ

勉強です。それでも、こうした企画に編集者という

立場で参加させていただけたことに大感謝！ 

昨年、ある方の自分史づくりに携わらせていただ

いたのも浦高同窓会の先輩を通してのご縁、今回も

大先輩でもある星野さんとのご縁と、「好縁」でさま

ざまなことを勉強させていただいています。 

先日、友人に今回の本づくりの話をしたところ「執

筆の経緯を伺うと、やっぱり、人とのつながりなん

ですね。筆マメだけでなく、人そのものへの愛着が

強い香田さんならではの役割ですね。」とお褒めの言

葉をいただきました。人への愛着!?そうですね(^o^) 


